





髙谷　琴  Koto TAKAYA　　　大崎 智美　Tomomi OSAKI

北見赤十字病院 看護部









































































2.   患者からみた看護師の敬語使用状況と看護師自身が回答した結果の比較と、さらに患者の属性別の結果は表1に示す。χ2検定の結果、食後の言葉かけとナースコールの対応で患者・看護師間に有意差を認めた。朝の挨拶では、患者と看護師の回答にほぼ違いはみられず、丁寧語が使用されていることがわかった。有意差があった食後の言葉かけでは、患者のほうが看護師の回答より尊敬語が使用されているという割合が高かった。反対に、ナースコール対応では、看護師のほうが患者より尊敬語を多く使用しているという結果であった。患者属性別のチーム別では、食後の言葉かけとナースコールの対応で、A・Cチームに比べ、Bチームの丁寧語の割合が高くなっていた。入院経験別では、食後の言葉かけで、初回入院の尊敬語の割合が高く、ナースコールの対応ではどちらも看護師名を名乗らない尊敬語の割合が高くなっていた。入院歴ありの方が、ナースコールの対応で名乗る尊敬語を希望する割合が高くなっていた。性別では、食後の言葉かけとナースコールの対応で、男性のほうが丁寧語の割合が高かった。食後の言葉かけは希望と大きく違ってはいないが、ナースコールでは、どちらも名乗る尊敬語での対応を希望する割合が高くなっていた。年齢別では、30歳未満は1名のため個別の要因があるが、朝の挨拶と食後の言葉かけでは、尊敬語よりも丁寧語、丁寧語よりも常語を希望していた。65歳以上では食後の言葉かけは丁寧語の方を希望していた。ナースコールの対応では、30歳未満でも尊敬語を希望していた。
3.  看護師が敬語使用にならないときの理由として、32名全員が1～4項目を選択していた。「1.顔見知り」「3.無意識」「6.患者の年齢によって使い分けているから」が12名（37.5％）で最も多く、次いで、「5.親しくなれる気がするから」7名（21.8％）、「4.緊迫した状況」6名（18.5％）であった。「7.その他」の理由として、「状況に応じて。感情的な話をしている時には敬語を使用せず話すことがある」、「敬語じゃない方が伝わりやすいこともあるので」などが自由記載されていた。 
4. 「敬語を使用しない看護師であっても、患者が好感を持てる看護師はどのような看護師か」の設問については、 患者・看護師両方の結果上位10項目までを表2に示す。一人当たり、患者は0～20個、看護師は3～17個の項目を選択しており、「1.敬語を使わない看護師は好感をもつことができない」を選択している者は全員複数の項目を選択していた。
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